
ロス・エルマーノス& キミータ   
 

大野 春樹［セカンド・ヴォーカル／ギター］
東京都出身。中学時代にラテン音楽に魅せられ、高校時代、早稲
田大学時代とアマチュアのラテン・トリオを結成し活動していた。
卒業後、プロとなりメキシコに渡り２年間ほど滞在し、本場のメ
ンバーを加えて現地でトリオで活動し技を磨いた。帰国後、メキ
シコ女性を加えたトリオで活躍するが解散。その後、ソロ活動や
他のメンバーとラテン・トリオ「パライソ」を結成し活動し、現
在に至る。その歌声とギター・テクニックは日本でも有数の実力
と認められており、多くのファンを魅了している。

ジロー ( 三村 秀次郎 )［サード・ヴォーカル／レキント・ギター］
長野県出身。早稲田大学在学中にラテン・トリオを結成し、レキ
ント・ギターを担当。卒業後、帆足まり子とラテン・デュオ「マ
リキータ＆ジロー」で活躍。76 年から３年間ＮＨＫスペイン語
講座にレギュラー出演し、その番組で歌った曲がテイチク・レコー
ドより発売し好評を得る。
　70年後半から国際交流基金の助成を得ながら、「アミーゴ・ニッ
ポン」で中南米各国 200 回を越える公演を行う。同様に（株）
ミュージック・アミーゴスを設立し、ラテンアメリカより優秀な
アーティストを日本に招聘してコンサート、ライブ、などを提供。
現在は、後進の指導やギタリスト、日本ラテンアメリカ文化交流
協会会長としてラテンとの交流にますます意欲を燃やしている。

キミータ ［ゲスト・ヴォーカル］
学生時代よりコーラス部に所属し、ラテン音楽の大フアンであっ
たことから、2000 年に本ラテンアメリカ音楽協会主催のアムラ
ン・コンクールに出場し優勝。副賞のメキシコ旅行でおおいなる
刺激を受け、本格的に音楽活動を始める。メキシコのランチェラ
(国民歌謡 )を得意とし、日本人離れした美しいファルセーテ (裏
声 ) は聞き物である。
　　


